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　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２５年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 民生費 10.老人ホーム入所措置事業

2. 老人福祉費

1. 老人福祉総務費 高齢者福祉課

（佐倉市）　　

-

平成23年度 -

経常 単独 通常 0 0 25,588
平成24年度 -

平成25年度 -

平成26年度 -

平成27年度 -

その他

5,961 0 5,961 △5,961

5,186 29,340 5,186 0 24,154

　身体上、精神上、環境上の問題があり、かつ経済的に 居宅において養護や介護を受けることが困難な高齢者に ・環境上の理由及び経済的理由により居宅において養護

困窮している高齢者で、居宅において生活することが困難な者を養護老 対し、心身の健康の保持及び生活の安定を図ります。 を受けられないものが養護老人ホームで安心した生活をおくることがで

人ホームへ措置する。また、やむを得ない事由により、介護保険法によ きます。

る対応が著しく困難と認められる要介護者を特別養護老人ホームに入所 ・やむを得ない事由により、介護保険法による対応が困難と認められる

措置する。 要介護者が特別養護老人ホームで安心した生活をおくることができます

。

当該高齢者は複雑な事由を有しており、入所判定

のみならず、多様な関係機関との調整を要する。

分担金及び負担金

08 61 61 0

11 10 0 10

13 29,269 28,772 497

12 01 01 02 01 00 老人ホーム入所負担金 5,961 5,186 5,283 △97

差引一般財源 △5,961 24,154 △5,283 29,


